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 もう今年も終わろうとしていて、本当はここで一年の

頑張りの成果を述べたいところで、朝から一本の電話。

ある地域の、それなりに社会的地位のある、ちょっと高

齢女性の発言について関係者から涙の報告。子ども子育

て支援について、「子どもは母親が育てるもので支援は

いらない」との趣旨。信じられない…重たい気持ちになりました。とはいえ、最近も高

名な女性脚本家（80代）も同じ趣旨の発言をしたとの報道がありました。このような状

況を危惧してスタッフが産前産後ケアの必要性を伝える動画を作成、FBにアップしたと

ころ2500名以上の方が関心を持たれ、多くのシェアもしていただきました。「優しくて

わかりやすい内容でした」との感想がたくさん寄せられました。分かる人はわかるので

す。 

 作成してくれたスタッフは、今子育て中の女性です。日々の子育てに悩みながら、仕

事に取り組み、だからこそ、他者にも優しくなれている。彼女は多くの人に支えられて

母になれたと語り、動画のなかでもその言葉が語られています。支援は必要なのです。 

 今春、ちいきのなかまは「さとにきたらええやん」の上映会に取り組みました。西成

の「こどものさと」のドキュメンタリー映画で全国各地で上映されました。貧困のなか

で育つ子どもの問題は深刻です。「こどものさと」は子どもとその家族をまるごと受け

とめ、人の可能性を信頼し支えます。社会福祉の本質を見た思いでした。 

 さて、その取り組みのさなか、一本の電話。「貧困

は本人の責任、佐世保では誰も助けようとは思ってい

ない」とのこと。なんと冷たい。この方は高齢男性の

声でした。 

貧困である、障がいがある、家族が何らかの問題を抱

えている、そのことは人の尊厳とは関係のないことで

す。むしろ、私たち人間は様々な困難の中で成長し、

進歩していく可能性をそれぞれがもっている、からこ

その教育の大切さではなかったのでしょうか。私たちは、他者の大変さを想像し、認

め、支える、そのことの大事さを来年も伝え続けようと思って今年を締めくくります。

「さとにきたらええやん」の中でも歌うSHINGO✩西成の曲の一節「こころふところが寒

い時ほど胸を張れ…」来年も胸を張って、みんなと頑張ろうと思います。ご支援ご協力

よろしくお願いいたします。 

来年こそ、あたたかい社会にしたいです。 

よろしくおねがいいたします。 



新企画！イラストでみるちいきのなかま「○○のこ～んなかんじ」 

ちいきのなかまの周りで起こる出来事をイラストで紹介☆ 

  おもちゃ図書館のこ～んなかんじ 

 さまざまな個性の人たちのいる場所には素敵なドラマが生まれます。人は
人と関わりながら生きていきますから、当たり前なことではあります。しか
し、日常の中でそのことを私たちは見失いがちでもありますね。 

 おもちゃ図書館は参加する人たちにとっては非日常の場です。特段珍しい
場所ではないので日常の延長線上にある非日常。イツメンではない人が出会
う場所です。そこでは思いがけない事が起きるからおもしろい。 

 いつものタナカくんならある要件でいっぱいいっぱいになると、多分気持
ちの切り替えが難しくなってしまう。でもこの日はゆうくんがいてくれまし
た。まだおしゃべりが上手ではないゆうくんが、「あ、タナカくんだ」と満
面の笑みで近づいてくる。空気を読むのが苦手なはずのタナカくんがその表
情を読み取ってくれた。なんて素敵なことなんだろう。 

 おもちゃ図書館のまた新たな価値をこの2人が教えてくれました。 



お産体験をシェア～これからのために「お産」を語り合う 開催報告 

10月から実施したお産体験をシェアは11月中に予

定通り終了し、現在テープ起こし作業中。1月には

なんとか冊子の形にできればというところ。経験

が新たな価値を生み出すことを予感しています。 

「体験を話すことで次世代の皆さんのお産や子育

てがもっと良くなるように…」参加された皆さん

共通の思いです。この事業に研究の一環で関わっ

ている長崎短期大学専攻科の学生さんは「この話

を友人たちにも聞かせてあげたい」と言います。

前世代から次世代へ、体験を語り継ぐことは、今

とても大事なのだと思います。 

基本は「母から娘へ」「親から子へ」。今の祖父

母世代にも社会や暮らしの様々を語り継ぐ責務が

あると思っています。ただし、お産や産褥につい

てはこの数年来、良くも悪しくも大きな変化が起

きています。なので、ちょっと先輩の話がとても

参考になるのだと思います。 

アンケートより  （参加の動機） 

・みんなが同じ価値観ではないことを伝えたかった。 

・経験者にしか話せないことがあるので、こういう機会は貴重だと思った。 

・良い記憶がなく、話すことで何か変わるのではないかと思い参加した。 

・みなさんのお産と私のお産をシェアしたい。いろんな体験を聞きたいと思っ

たため。 

・幸せな妊婦さんばかりではないと思って…。 

・自宅出産含め多様な選択肢があると知ってほしいと思いました。 

・妊娠中のつらい時に救われた経験を伝えることで、誰かの気持ちを楽にする

ことができればと思い参加しました。 

・私も語ったらどういう思いになるのかという事を感じてみたかった。 



●これからベントや講座の予定● 
よろしければ予定に書き加えていただければ幸い。 
イベントには有料・無料、託児の有無などあります。 
事前にお問い合わせください。 

 
 
後 記 
 
信州で暮らしていた子ども時代の思い出はいまでも思い出すとドキドキしたり、
怖くなるようなことがあります。寒い冬の日。その日も枯れ木や枯れ枝を拾って
きてお風呂炊きをしていました。お風呂を炊くために焚口で膝まづいていたら、
何か小さな動物がズボンの裾から入り込んできました。私がびっくりして、家に
逃げ込み、ズボンを脱ぐと、小さな野ねずみが飛び出してきました。家族みんな
で大笑い。でも私はびっくりが収まらずわーわーと泣き続けました。今思い出し
ても「何が入ってきたんだろう？？」とドキッとした瞬間を思い出し怖くなりま
す。また冬の夜、トコトコ歩いていたら大きな犬に遭遇しました。やはり怖くて
ワーワー泣いたら、犬が困ったふうに「く～ん」とないて私の横に座り込みまし
た。犬がよそにいかないので私は泣き続けました。そのあとのことは忘れました
が、その時のドキドキは６０才に近い今になっても忘れません。 
子どもの時の思い出って、本当に長く心に残りますね。 
来年も子どもたちの心にあたたかい思い出ができるような子育ての応援がしたい
なと思います。 
 
 
 
 NPO法人ちいきのなかま  
         入会・会員（正・賛助）会員継続のご案内 
         正会員：総会議決権あり 入会金\1,000 年会費￥6,000 

         賛助会員：総会議決権なし 年会費￥3,000 

         主な特典：各種事業会員特別料金にてご優待 

      

    連絡先  NPO法人ちいきのなかま 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
〒857—0022長崎県佐世保市山手町9-19 

携帯 090-9498-3608                                                                                                                                                                                                                    
E-mail:chiikinonakama@basil.ocn.ne.jp 

HP:http://chiikinonakama.boo.jp/ 

イベント名 日時 会場 内容 

ぼちぼちヨガ教室 
12月4日・18日
（月） 
14:00～15:00 

ボランティ
ア研修室 

定期開催 
参加費￥500 
会員外￥800 

おもちゃ図書館 
12月26日
（火） 
10:00～12:00 

ファミサポ
事務所 

定期開催 

参加費無料 


